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■学生がガイダンスに興味を持たない・・・

□自分がいま何ができるのかが分かりにくい。
→現在地が分からない。

□そのスキルを何のために学んでいるのかが
分かりにくい。→目的地が分からない。

→もっと分かりやすいものを！そうだ、マップをつくろう！！



情報の探索・収集

情報の整理・分析

情報の表現・発信

情報リテラシーとは、「図書館（資料）」だけでなく、広く
「情報」に関わる能⼒であり、また、情報の「探索・収集」
だけでなく、「整理・分析」や「表現・発信」をめぐる知識・
技能などがふくまれるのである。
野末 俊比古 : 情報リテラシー教育と大学図書館‐‐「利用教育」から「指
導サービス」へ. 図書館雑誌, 102(11), 762‐765, 2008
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学生に必要なスキルを体系化し、
通年あるいは学部在学中に利用できるマッ
プを提示。

迷った時に立ち戻るための地図として活用。

学生個人がウェブ上でマップを管理。



＜参考資料＞
■「⾼等教育のための情報リテラシー基準 ドラフト 2.3」
（国⽴⼤学図書館協会 教育学習⽀援検討特別委員会, 

2014年3⽉付） ※活⽤体系表の実例が収録。



ご静聴ありがとうございました。


